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V325c 硬X線偏光観測実験X-Caliburの 2018-2019年気球フライトに向けた準備状況
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偏光観測は、撮像、測光、分光とは独立な物理量（磁場や幾何構造など）が得られる強力な観測手段である。電
波や可視光では広く利用されているが、Ｘ線やガンマ線など高エネルギー帯域では、いまだ観測天体は数天体に限
られている。そこで我々は日米瑞の国際協力で、X-Calibur気球実験を推進している（PI：Henric Krawczynski）。
X-Caliburは、硬Ｘ線望遠鏡によって天体信号を集光することで、従来のコリメータ型の偏光計よりも小型な検
出器で低バックグラウンドを達成し、高感度な偏光観測を実現させる。偏光計は、コンプトン散乱の際に光子は
偏光方向と垂直に散乱されやすい（クライン-仁科関係）ことを利用する。2018年 12月に約 2週間の南極周回フ
ライトを計画しており、観測天体は質量降着型パルサーVela X-1で、磁極からの放射機構のより詳細な理解を目
指している。本講演では、現在進行中の南極でのフライト準備状況について報告する。


